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2 Up-10 都市集合住宅借家の住居費に関する研究

　京都教育大学○畠中希世美　関川千尋

住　　居

　目的　本研究では、日本の戦後の住宅事情下における民間借家の特徴を明らかにした上

で、調査によって現在の関西の都市集合住宅民間借家世帯の住生活と家計の住居費事情を

検討し、家賃支出行動の計量研究に資するデータの収集鮨璽を行うことを目的としている。

　方法　前記の目的を達成するために、都市部で一般的な民間借家の多い大阪府枚方市に

直接出向き、アンケート留置法調査を行った。調査世帯は、住宅地図から一件づつピック

アップして現地での聞き込みと視察によって民間借家であることを確認し、約2,335世帯

を訪問し協力をお願いした。配布数251票、有効回収数163票(有効率64.9%)であった。

　結果　対象の民間借家は、①高度経済成長期の人口集中の受け皿となった木賃アパート

が２割以上をしめ、家賃は月額平均65,211円と比較的低廉であったが、建て替えの必要な

かなり老朽化したストックが多かった。②経営者は個人経営が主であった。③居住世帯は、

世帯主平均年齢40.1才、家族人数平均3.15人、昨年一年間の年収平均521万円・住生活経

営費平均169万円で、都市の住宅事情を反映した特徴を持ち、｢若年型｣･｢借家住み替え型｣･

｢借家定住型｣に分類することができた。このタイプ別に、住生活と住居費支出状況を検討

した結果、特に、借家定住型世帯の住生活改善の必要性が高いこと、借家の賃貸契約での

一時金について早急な取り扱いルールの改善と開発の必要性、民間借家の質を高めるため

に経営者に対する補助などを行い適切な借家経営を誘導する必要性が指摘された。

2 Up-11　まちに対する子どもの意識にっいて

　　　　　　　　　　　　町並み探検をとおして　平安女学院短大　○室綺　生子

　　目的　まちづくりは住民の創意がいかされるかたちでおこなわれることが望ましい。そ
れには子どもの時からまちへの関心をどう育てるかが課題となる。そのため、まず、子ど
もたちはまちをどのように認識しているかを把握することを第一の目的とした。ついで、
町並みやまちづくりに関心をもつようにするにはどのようにしたらよいかについての知見
をえることを目的とした。ここでは、町並み探検というひとつの取り組みをとおして、そ

の方法の有効性について検討する。
　方法　町並み探検をやってみたい子どもたちを募集した。3～5人のグループに分け、
グループにはリーダー役の短大生（女子）がひとりづつついた。班ごとに子どもたちの生

活施設の認識度や遊び場などこどもたちが知っているまちについての情報を地図にプロッ
　トする。それによって、現在のこどもたちのまちでのくらしとまちに対する認識の状況を

把握する。その後、グループごとに一定の範囲をみてまわり（探検）、面白いとか綺麗と
かいろいろ気づいたことを地図に記入し、写真をとるという方法をとった。後日、その日

の体験の感想文をかいてもらった。
　結果　子どもたちのまちへの認識はみのまわりの生活施設を中心としつつ、子どもたち
どおしの塾の情報や、スーパーなどは広域化している。また、まちの空間の情報は怖いと
か楽しかったとかきれいとか聞いた話とか感性の関連した情報として記憶されている。

　町並み探検の結果は知ってるつもりのまちがみんなでみてまわると知らないまちのよう
で新鮮な発見があったようだ。また、「ひとつおとなになった気がした。」等の感想文に
みるように、まちをみるということを意識した取り組みのもっ効果を示したといえる。
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